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	応用
	抗原情報
	背景
	C/EBPファミリーの転写因子は、ウイルスおよび細胞のCCAAT/エンハンサーエレメントを介した転写を制御します。C/EBPタンパク質にはbZIP領域が含まれており、この領域はタンパク質のC末端側に2つのモチーフ（DNA結合に関与する基本領域と二量体形成に関与するロイシンジッパーモチーフ）を持つという特徴があります。C/EBPファミリーは、C/EBPアルファ、C/EBPベータ、C/EBPガンマ、C/EBPデルタといった関連タンパク質から構成され、これらは互いにホモ二量体およびヘテロ二量体を形成します。CCAAT/エンハンサー結合タンパク質ガンマは、Fosと共働してPRE-Iエンハンサーエレメントに結合すると考えられます。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年11月]、機能：IL-4遺伝子のエンハンサーエレメントPRE-I（正の調節エレメント-I）に結合する転写因子。他の転写因子のDNA結合特異性を変化させ、それらを通常とは異なるDNA部位にリクルートする可能性がある。,類似性：bZIPファミリーに属し、C/EBPサブファミリーに属する。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,サブユニット：DNAに二量体として結合し、C/EBPアルファおよびベータ、そしてFosタンパク質と安定したヘテロ二量体を形成することができる。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CEBPG抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	CEBPG抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	C/EBP γ ポリクローナル抗体を使用した RAW264.7 細胞のウエスタン ブロット解析。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

